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１ 自治体行政スマートプロジェクト事業 

 (１) 概要 
総務省の委託事業の採択を受け、本市が窓口（幹事団体）となり、自治体クラウド

構成団体（９市町村）において、福祉、税業務を対象に、高い効果が期待される業務
を選定し、標準的な業務手順の策定とＲＰＡの活用による業務効率化の検証を行い
ました。 

 
 (２) 対象業務と削減効果（年間） 

業務名 現行業務時間 ＲＰＡ導入後 削減効果 削減率 

1 軽自動車税車両異動入力事務 １，０９５時間 １７６時間 ９１９時間 83.9％ 

2 税収納データ日次消込事務 ３９３時間 ４０時間 ３５３時間 89.8％ 

3 予防接種結果入力事務 ８４６時間 ４６０時間 ３８６時間 45.6％ 

4 精神障害者保健福祉手帳・自

立支援医療判定結果入力事務 
２２３時間 １１２時間 １１１時間 49.8％ 

5 保育認定・契約情報変更入力

事務 
１８３時間 ７２時間 １１１時間 60.7％ 

合計（Ａ） ２，７４０時間 ８６０時間 １，８８０時間 68.6％ 
 
２ 市単独事業 

 (１) 概要 

射水市独自に効果があると思われる業務について、ＲＰＡの活用による業務効率化
の検証を行いました。 

 

 (２) 対象業務と削減効果（年間） 

業務名 現行業務時間 ＲＰＡ導入後 削減効果 削減率 

1 施設稼働状況入力事務 １，３１７時間 ８９８時間 ４１９時間 31.8％ 

2 国保高齢証発行処理事務 ５５時間 ３時間 ５２時間 94.5％ 

3 国保月末集計処理事務 ３６時間 ４時間 ３２時間 88.9％ 

4 要介護認定一次判定結果更新

事務 
４５時間 １２時間 ３３時間 73.3％ 

5 介護収納データ日次消込事務 ２１２時間 ５３時間 １５９時間 75.0％ 

合計（Ｂ） １，６６５時間 ９７０時間 ６９５時間 41.7％ 
 
３ 検証結果と今後の対応 

今回実証を行った１０業務において、ＲＰＡの活用により、年間２，５７５時間 
（58.5％）の業務時間の削減が見込まれる結果となりました。 

     このことから、本市としては、今回実証を行ったＲＰＡについて、来年度から本運用
するとともに、来年度以降も新たな業務について効果検証を行いながら、ＲＰＡを活用
する業務を拡充していきます。 
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資料１  ＲＰＡを活用した実証事業の結果について 

人口減少や少子高齢化が進む中、行政課題も高度化、多様化してきており、

質の高い行政サービスを維持、向上させていくためには、定型的な業務の効率

化を図り、政策的業務に注力できる環境を整備していく必要があることから、 

ＲＰＡ（Robotic
ロボティック

 Process
プ ロ セ ス

 Automation
オ ー トメ ーシ ョ ン

）を活用した実証事業を実施しました。 
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